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概要： ネットワークの普及とデジタル・コンテンツの拡大は，「消尽」の論理を揺るがし，情
報流通モデルも大きく変化している。知的財産権法の一部としての著作権法も，この変化に対応
しつつあり，その動向に絶えず注目しておく必要がある。ネットワーク及びデジタル時代におけ
る著作権法と図書館について，著作権契約と市場流通モデルについて考察した。 
はじめに，著作権政策の動向とその背景を把握し，図書館とのかかわりについて概観する。次
に，コンテンツ流通と資源回収モデルについて考察したのち，流通モデルの視点，及び，「公共
経済学」的視点から，コンテンツ流通と図書館サービスについて考察する。最後に，これからの
図書館戦略について提言を行いたい。  
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1． 著作権契約と市場流通モデルの背景 
1.1. 著作権政策の動き 
インターネットの普及など，情報通信技
術の発展により，いわゆる「一億総クリエ
ーター，一億総ユーザー」の時代が到来し
ている。好むと好まざるとに関わらず，全
ての人が著作権に関わらざるを得ない時代
になってきている。 
 日本においても，国全体として著作物や
発明などの知的財産を重視する政策が強化
されつつある。2002 年 2 月には，産業に
おける国際競争力の強化，経済の活性化の
観点から，日本の知的財産戦略を樹立する
ために「知的財産戦略会議」が設置され，
同年 7 月には，「知的財産戦略大綱（たい
こう）」が発表された。更にこの提言を踏ま
えて同年 11月には，「知的財産基本法」が
成立された。 
1.2. 著作権政策の戦略 5分野 
 日本政府の知的財産戦略は，次の 5つの
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分野に集約することができる。第一は，「法
律ルールの整備」である。日本の著作権法
は，インターネット対応等の分野おいて，
国際的に極めて高い水準にあるが，個別の
事項に関する検討事項が残されている。第
二は，「円滑な流通の促進」である。「一億
総クリエーター，一億総ユーザー」の時代
において，日本では，著作権の円滑な流通
に不可欠な「契約システム」の開発や普及
が遅れている。技術的・社会的契約システ
ムの改善が必要である。第三は，「国際的課
題への対応」を挙げることができる。イン
ターネットの普及等，情報通信技術の発達
により，簡単に国境を超える著作物の流通
を実行することが可能になった。グローバ
ル時代において，国際的ルール作りへの参
画が必要とされている。 
 第四にあげられるのが，「著作権教育の充
実」である。著作物の創作手段や利用手段
が急速に展開する現在，著作権に関する知
識と意識の改革が，全ての人にとって不可
欠となっており，著作権教育の充実が急務
となっている。第五は，「司法救済制度の充
実」である。損害賠償制度の強化や裁判手
続きの改善などについて検討を行う必要が
ある。 
 
1.3. 著作権法と著作権契約 
 著作権法の適用範囲や解釈等は判例で確
定されるが，著作権契約は，この著作権法
を逸脱しない限り，契約条項が優先される
とされている。契約は，民と民の契約が基
本であり，権利の代理者も含まれる。 
 2003年 6月 12日には，著作権法の一部
を改正する法律が制定され，「映画の著作
物」の保護期間の延長や，教育にかかる権
利制限の拡大，著作権侵害に対する司法救
済の充実などがもりこまれました。 
ところで，電子ジャーナルやオンライ
ン・データベース等の電子的資料の利用に
おいては，図書館や図書館の設置母体が契
約主体として著作権契約をかわす機会が増
加している。電子的資料の増加が予想され
る今後，著作権だけでなく著作権契約をも
意識してこれらを検討する必要がある。 
 
2. コンテンツ流通と資源回収モデル： 
流通モデルとその基盤 
2.1. 背景 
 コンテンツ流通モデルの背景には，「消
尽」の論理のゆらぎと，「情報」の市場価値
化をあげることができる。著作権の市場流
通は，これまで物財に仮託した流通を主と
していた。物財として流通し，所有権が移
転するという「消尽」の論理が，ネットワ
ーク化，デジタル化において，くずれつつ
ある。ネットワーク化，デジタル化におい
て，コンテンツの流通や頒布が容易になり，
情報財概念の戦略化，すなわち，従来の土
地，資源，労働，に加えて，情報の剰余価
値説が唱えられるようになった。 
 
2.2. 取引関係モデル：プレイヤー属性 
取引関係のモデルとして，市場における
プレイヤーに焦点を当てたモデルを考察し
たい。‘B’は‘Business’，つまり一般企
業をさすが，ここでは「組織」といった緩
やかな意味で使用する。‘C’は‘Consumer’，
‘M’は‘Machine’，‘G’は‘Government’
を表わす。これらの組み合わせを検証した
結果が，表 1である。 
 
表 1 取引関係モデル：プレイヤー属性 
B to B 組織間取引 
B to C ( C to B ) 組織･一般消費者間取引 
C to C 一般消費者間取引 
B to M (B, C) 自動取引 
M to M (B, C) システム間自動取引 
G to C 「市場の失敗」市場 
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2.3. 取引関係のモデル：マーケットプレイ
ス属性 
次に，マーケットプレイスに焦点をあて
たモデルを考えたい。マーケットプレイス
とは，「需要」と「供給」の出会いの場，言
い換えれば「売り手」と「買い手」の出会
いの場であるということができる。 
ここでは，‘N’を「不特定多数」，‘S’を
「ある共通属性をもつ多数」，ここでは仮に
‘Some’と呼ぶ。また，1は「個」を表わ
す。これらのマーケットプレイス属性を，
サービス提供母体，対価の支払い母体の組
み合わせで考える場合，表 2のような組み
合わせが考えられる。表 2では，左側が「サ
ービス提供母体」，右側が「対価の支払い母
体」であることを表わしている。 
 
表 2 取引関係モデル： 
マーケットプレイス属性 
原初状態 N : N 混沌 
権利の上乗せ S : N 事前課金 
権利の集中 S : N 著作権管理団体 
権利・消費の集中 S : S 権利／消費仲買 
消費の超集中 N : 1 消費の集中 
マーケットプレ
イスの提供 
N : N 場の提供 
 
2.4. 図書館コンテンツ取引の戦略モデル
化 
 図書館関係コンテンツ取引のモデルを，
プレイヤー属性（P）とマーケットプレイ
ス属性（M）の組み合わせで表わしたのが，
表 3 である。いずれも，「ある属性をもっ
た多数（Some）」から「独占（個）」へ向
けての戦略を展開している。 
 
 
 
 
 
表 3 図書館関係コンテンツ取引の     
戦略モデル化 
 
実例 取引関係モデル 戦略 
ビッグ・ディ
ール 
P[B2B]M[S:N] S → 1 
図書館コン
ソーシアム 
P[B2B]M[S:S] N → Ｓ 
P[B2B]M[S:N] ディストリ
ビュータ P[B2C]M[S:N] 
S → 1 
P[B2C]M[S:N] 電子ブック 
P[B2C]M[N:S] 
S → 1 
 
3. コンテンツ流通と図書館サービス： 
流通モデルの視点 
 次に，前章で検証した，プレイヤー属性
（P），マーケットプレイス属性（M）の組
み合わせを図書館サービスに適用してみた
い。 
 
3.1. 従来型図書館サービス 
従来型図書館サービスは，プレイヤー属
性 B2C，マーケットプレイス属性 Some対
不特定多数（P[B2C]M[S:N]）とモデル化
することができる。モデルの検証枠として
は，物財の提供として，閲覧・貸し出し，
知識の提供としてレファレンス，読書案内，
場の提供として，図書館という空間を考え
ることができる。 
 
3.2. 新規型図書館サービス 
 過渡期にある新規図書館サービスも，プ
レイヤー属性 B2C，マーケットプレイス属
性 Some対不特定多数と，モデルとしては，
従来型図書館サービスと同じに見える。し
かし，果たしてこれが今後も継続されるの
だろうか。モデルの検証枠としては，物財
の提供として，媒体型デジタル情報資料，
知識の提供として，情報リテラシー教育，
利用者教育，場の提供としては，インター
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ネット端末等，ソフツエェアツール等の提
供，情報の提供としては，複写物電子配送，
外部商用データベースの提供，パスファイ
ンダー，レファレンスデータベース等をあ
げることができる。 
 
3.3. 図書館サービスの統合モデル 
 ここで，図書館サービスの統合モデルに
ついて考えてみたい。物財の提供は，消尽
の論理の範囲に限られつつある。また，情
報の提供は，電子複写については実施モデ
ルとして ILLシステムがほぼ実現されてい
る。また，外部商用データベースに関して
は，契約に限定されることになる。知識の
提供としては，レファレンスデータベース
やネットワークレファレンスについて，さ
まざまなプロジェクトが施行されている。
知恵の提供については，暗黙知，いいかえ
れば，データ化プロセスにおける未データ
化領域が今後の課題になっていくであろう。 
 
4. 図書館の将来モデル 
 
 例えば，外部商用データベースの図書館
での提供を考えた場合，利用者側からみて，
課金型提供モデルと無料型提供モデルを考
えることができる。課金型提供モデルとし
ては，図書館としてはかかわらない，つま
り他組織がサービスを供給するという形と，
図書館がディストリビューター機能を果た
すという形が考えられる。一方，無料型提
供モデルとしては，原資を確保する必要性
がでてくる。現在のサービスから余剰を捻
出するか，新たなサービスとして，原資を
確保するしか道はない。 
 しかいここで図書館のパブリックとして
の役割の問い返しを提起しておきたい。図
書館がパブリックセクターにあることの意
味，パブリックセクターとして行うサービ
スの範囲，市場ルールの制定と事後監視制
度など，改めて，問い直す必要がある。大
きな背景としては，財政破綻や産業動態，
人口趨勢等をあげることがでようが，一番
の問題は，「国の政策」がみえてこないこと
である。 
外部経済性としては，ナショナルミニマ
ム及びシビルミニマムを考える必要がある。
つまり，最低限の水準の保証として，社会
が支える負荷の程度や内容を考える必要が
ある。また，情報の維持・提供としての図
書館の社会的・文化的役割を説明する必要
性がでてきている。これは，他の競合サー
ビスとの優位性の説明責任といいかえるこ
ともできる。時間軸・空間軸における図書
館ポータルの意味，ゲートキーパーとして
の役割を社会に説明する必要が，今後ます
ます重要になろう。 
図書館が公的セクター，パブリック・セ
クターにあることの意味を再認識する必要
があると観点から，図書館の姿勢として，
以下のことを考えることができる。ユビキ
タス環境の中では，情報リテラシーが必要
不可欠となるが，この情報リテラシーの発
展に向けて，積極的に参画していく必要が
ある。また，システムとしての図書館を強
化する必要がある。例えば図書館コンソー
シアムをあげることができるが，情報の評
価という側面においては，評価指標の開発，
情報の蓄積という側面においては，総体と
してのコレクションの蓄積，情報の組織化
という側面においては，典拠管理とメタデ
ータ流通を考えることができる。また，情
報の提供という側面においては，図書館ポ
ータルの形成を考えることができるだろう。 
以上，ネットワーク及びデジタル時代に
おける図書館サービスについて検証した。
現段階では，そのモデル化を試み，問題点
を検証し手入る段階であるが，今後も，将
来的な図書館モデルの可能性について，研
究を続けたいと考えている。 
